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委
員　
　
　

橋
口　

和
夫

　
　
　
　
　
　

前　
　

利
悦

　
　
　
　
　
　

喜
井　

和
夫

　
　
　
　
　
　

池
田　

正
一

●
沖
永
良
部
バ
ス
企
業
団
議
会

議
員
の
選
挙

　

橋
口　

和
夫
、
山
下　

幸
秀
、

　

喜
井　

和
夫
、
池
田　

正
一

　

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

●
沖
永
良
部
衛
生
管
理
組
合
議

会
議
員
の
選
挙

　

中
田　

隆
洋
、
前　

利
悦
、

　

松
村　

絹
江
、
川
畑　

宏
一

　

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

●
沖
永
良
部
・
与
論
地
区
広
域

事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

　

和　

正
巳
、
桂　

弘
一
、

　

東　

弘
明

　

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

●
和
泊
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙

　
《
委　

員
》

　

谷
山　

俊
秀
、
瀬
島　

勝
夫
、

　

勝
男　

百
合
子
、
野
村  

美
枝

　
《
補
充
員
》

　

福
山　

幸
男
、
田
代　

誠
一
、

　

前
田　

勇
、
太　

直
孝

　

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

●
議
会
議
長
の
選
挙

　

永
野　

利
則
（
満
65
歳
）

　

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

●
議
会
副
議
長
の
選
挙

　

桂　
　

弘
一
（
満
59
歳
）

　

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

●
常
任
委
員
の
選
任

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

橋
口　

和
夫

　

副
委
員
長　

前　
　

利
悦　

　

委
員　
　
　

桂　
　

弘
一

　
　
　
　
　
　

和　
　

正
巳

　
　
　
　
　
　

東　
　

弘
明

　
　
　
　
　
　

松
村　

絹
江

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

中
田　

隆
洋

　

副
委
員
長　

喜
井　

和
夫

　

委
員　
　
　

永
野　

利
則

　
　
　
　
　
　

山
下　

幸
秀

　
　
　
　
　
　

池
田　

正
一

　
　
　
　
　
　

川
畑　

宏
一

●
議
会
運
営
委
員
の
選
任

　

委
員
長　
　

桂　
　

弘
一

　

副
委
員
長　

中
田　

隆
洋

●
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

　

町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長

の
給
料
に
つ
い
て
、
減
額
す
る
率

の
改
正
。

　

町　

長
10
％
→
15
％
カ
ッ
ト

　

副
町
長
10
％
→
12
％
カ
ッ
ト

　

教
育
長
10
％
→
12
％
カ
ッ
ト

●
議
会
議
員
の
報
酬
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

新
庁
舎
建
設
事
業
に
伴
う
財

政
負
担
や
近
年
の
財
政
事
情
を

考
慮
し
、
行
政
経
費
の
削
減
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
議

員
の
報
酬
を
10
％
減
額
す
る
も

の
。

金
額
は
、
千
円
単
位
四
捨
五
入

●
平
成
28
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
専
決
）

　

県
消
防
操
作
法
派
遣
経
費
等

の
予
算
措
置
、
予
算
の
総
額
は

60
億
９
，
５
０
１
万
円
。

可
決
さ
れ
た議

案
事
項

可
決
さ
れ
た議

案
事
項

人
事
案
件

条
例

平成 28 年第 2 回臨時会

平成 28 年第 3 回定例会

新議長 永野 利則氏、副議長 桂 弘一氏

●町長・副町長の給与等について減額する率を改定　●議員の報
酬を減額する条例の制定　●議員定数調査特別委員会の設置

9月14日の1日間開催され、上程された議案全て可決しました。

9月26日から10月6日までの11日間開催され、上程された議案全て可決し
ました。

補
正
予
算
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●
平
成
28
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
で
県
支
出
金
、
財
産
収

入
及
び
諸
収
入
の
増
額
、
歳
出

で
、
民
生
費
、
衛
生
費
及
び
商

工
費
の
増
額
の
予
算
措
置
で
予

算
の
総
額
は
61
億
９
，
５
３
４
万

円
。

●
平
成
28
年
度
和
泊
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

歳
入
で
、
国
民
健
康
保
険
税

及
び
療
養
給
付
費
交
付
金
の

増
額
等
、
歳
出
で
、
保
険
給
付

費
及
び
諸
支
出
金
の
増
額
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
介

護
納
付
金
の
減
額
等
の
予
算
措

置
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
，

０
１
０
万
円
増
額
し
、
予
算
の
総

額
は
12
億
７
，
３
８
８
万
円
。

●
平
成
28
年
度
和
泊
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
で
、
繰
入
金
の
減
額
及

び
繰
越
金
の
増
額
等
、
歳
出
で
、

地
域
支
援
事
業
費
及
び
諸
支

出
金
の
増
額
等
の
予
算
措
置
で

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
３
９
万

円
増
額
し
、
予
算
の
総
額
は

９
億
３
，
１
４
６
万
円
。

●
平
成
28
年
度
和
泊
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
で
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
及
び
繰
越
金
の
増
額
、

歳
出
で
、
予
備
費
増
額
の
予
算

措
置
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
８
８
万
円
増
額
し
、
予
算
の
総

額
は
８
，
３
０
０
万
円
。

●
平
成
28
年
度
和
泊
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
支
出
に
お
い
て
、
職

員
人
事
異
動
に
伴
う
給
与
等
の

減
額
及
び
賃
借
料
等
の
追
加
措

置
。
収
益
的
収
入
及
び
支
出
は

そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
，２
１
１
万
円
。

●
和
泊
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

　

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
同
意

　

新
屋  

治
男
氏　

49
歳
（
国
頭
）

　

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

　

投
票
総
数
11
票

　

賛
成　
　

11
票

　

反
対　
　

０
票

●
和
泊
町
監
査
委
員
の
任
命

任
期
満
了
に
伴
う
選
任
同
意

　

池
野　

豊
氏　

64
歳
（
畦
布
）

　

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

　

投
票
総
数
11
票

　

賛
成　
　

10
票

　

反
対　
　

１
票

　

山
下  

幸
秀
氏　

65
歳
（
根
折
）

●
沖
永
良
部
衛
生
管
理
組
合
規

約
の
改
正

　

規
約
中
の
組
合
議
員
の
定
数

改
正
を
協
議
す
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

●
え
ら
ぶ
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
団
体
：（
公
財
）
沖
永
良

部
農
業
開
発
組
合

●
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

設
置
に
関
す
る
決
議

　

本
町
に
も
っ
と
も
適
し
た
議

員
定
数
を
調
査
す
る
た
め
に
設

置
す
る
も
の
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

町
民
体
育
館
の
老
朽
化
に
伴

い
、解
体
工
事
を
施
工
す
る
も
の
。

●
財
政
健
全
化
判
断
比
率

●
資
金
不
足
比
率

●
放
棄
し
た
私
債
権
の
報
告

●
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

の
決
算
は
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果

８
会
計
は
い
ず
れ
も
認
定
す
る

も
の
と
決
定
し
た
。

（
詳
細
は
９
Ｐ
に
掲
載
）

そ
の
他

契
約
案
件

発
議

人
事
案
件

平
成
27
年
度
決
算

認
定
さ
れ
た議

案
事
項

報
告
さ
れ
た
事
項

議会を傍聴してみませんか。
　議会は、町の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。
　定例会は、年4回（通常3・6・9・12月）、また必要に応じて臨時会を開催す
ることもあります。
　本会議は公開されており、どなたでもその様子を見ることができます。お気軽
に議事堂にお越しください。

お問い合わせは、議会事務局（92-2569）まで
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が
ら
、
今
後
も
着
実
に
作
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

里
芋
の
疫
病
は
効
果
的

な
防
除
薬
が
少
な
い
等

の
理
由
か
ら
被
害
が
蔓
延
し
て

い
る
が
、
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
実
験
農
場
に
お

い
て
病
害
虫
防
除
の
実
証
は
で

き
な
い
の
か
。
さ
ら
に
、
疫
病

対
策
の
先
進
地
で
あ
る
沖
縄
県

へ
職
員
を
派
遣
し
防
除
技
術
の

習
得
を
図
れ
な
い
か
。

疫
病
対
策
と
し
て
、
農

薬
の
登
録
に
向
け
て
、
昨

年
か
ら
鹿
児
島
県
農
業
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
病
虫
部
や
経
済
連

に
加
え
、
宮
崎
県
・
愛
媛
県
と

も
協
力
の
う
え
、
農
薬
メ
ー
カ
ー

と
の
協
議
を
し
て
い
る
が
、
現
状

で
は
予
防
農
薬「
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
」

を
適
宜
使
用
し
、
蔓
延
防
止
を

図
っ
て
い
る
。

　

実
験
農
場
で
の
取
り
組
み
は
、

圃
場
へ
の
残
渣
を
提
言
さ
せ
る

実
証
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
沖
縄
県
は
、
他
の
作

物
に
お
い
て
先
進
的
な
取
り
組

み
が
あ
る
も
の
の
、
サ
ト
イ
モ
の

病
害
虫
対
策
に
お
け
る
先
進
的

な
取
り
組
み
は
認
め
ら
れ
な
い

た
め
、
派
遣
は
考
え
て
い
な
い
。

基
本
構
想
の
計
画
で

は
、 

15
年
間
で
事
業
者

に
支
払
う
総
費
用
が
最
大
で
約

20
億
３
千
万
円
と
試
算
さ
れ
、

町
民
一
人
当
た
り
負
担
額
は
、
町

民
に
新
た
な
負
担
が
増
え
る
こ

と
は
な
い
が
９
月
１
日
現
在
の
本

町
の
人
口
が
６
，
７
５
２
人
で
、

そ
れ
で
割
り
落
と
す
と
町
民
一
人

当
た
り
約
30
万
円
と
な
る
。

町
民
か
ら
再
度
ア
ン
ケ

ー
ト
、
又
は
住
民
投
票

の
実
施
に
つ
い
て
、
要
望
が
あ

れ
ば
そ
の
用
意
は
あ
る
か
。

庁
舎
整
備
に
関
す
る
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
平
成

26
年
９
月
に
実
施
し
、
重
要
な

判
断
材
料
と
な
っ
た
た
め
、
再
度

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
こ
と
は
、
考

え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
住
民
投
票
は
、
今
後

も
法
の
手
続
き
に
従
っ
て
対
応
す

る
。

　

町
と
し
て
は
、
各
小
学
校
区

で
行
な
っ
た
新
庁
舎
建
設
事
業

と
財
政
状
況
説
明
会
に
お
い
て

多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
な

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

新
庁
舎
基
本
構
想
は
将

来
の
人
口
動
態
を
見
据

え
て
あ
る
の
か
。

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想

は
、
新
庁
舎
建
設
基
本

構
想
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

新
庁
舎
の
基
本
理
念
や
新
庁
舎

の
位
置
と
規
模
、
必
要
な
機
能

等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
町
民

か
ら
の
意
見
募
集
等
を
経
て
、
平

成
27
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
に
策

定
さ
れ
た
「
わ
ど
ま
り
未
来
予

想
図
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、

人
口
減
少
対
策
も
行
い
、
将
来

を
見
据
え
た
庁
舎
建
設
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

新
庁
舎
建
設
事
業
費
の

町
民
一
人
当
た
り
負
担

額
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。

一　般　質　問
平成28年（9月）第3回議会定例会

東　弘明議員

新
庁
舎
基
本
構
想
は
将
来
の
人
口
を
見
据
え
て
あ
る
か

花
き
の
流
通
に
お
け
る

鮮
度
保
持
可
能
な
荷
捌

き
場
の
建
設
計
画
は
現
在
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の

問
題
は
群
島
広
域
事
務
組
合
で

取
り
組
む
と
の
こ
と
だ
っ
た
が

そ
の
後
の
進
捗
は
ど
う
か
。

鹿
児
島
新
港
の
荷
捌
き

場
の
建
設
は
、
一
昨
年
の

12
月
に
鹿
児
島
県
土
木
部
港
湾

課
よ
り
、「
県
は
用
地
の
確
保
は

す
る
が
建
屋
の
建
設
は
行
わ
な

い
」
と
の
通
告
が
あ
っ
た
。

　

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
と

し
て
は
、
現
時
点
で
は
奄
美
の
他

市
町
村
に
は
新
た
に
荷
捌
き
を

必
要
と
す
る
品
目
が
な
い
の
で
、

大
島
郡
全
体
の
積
極
的
な
取
り

組
み
は
行
わ
な
い
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

両
町
の
観
光
協
会
が
一

体
と
な
っ
て
発
足
し
た

「
お
き
の
え
ら
ぶ
島
観
光
協
会
」

は
、
知
名
町
と
の
連
携
が
十
分

に
と
れ
て
い
る
か
。

現
在
、
両
町
で
１
８
７
事

業
所
が
会
員
登
録
さ
れ
、

連
携
に
つ
い
て
も
、
両
町
で
開
催

さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

や
各
沖
洲
会
総
会
で
の
特
産
品

販
売
な
ど
、
お
き
の
え
ら
ぶ
島
観

光
協
会
が
主
体
と
な
り
、
地
域

問

問

問

問問
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答

答

答
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町
税
等
の
未
収
金
に
つ
い
て

町
税
等
の
未
収
金
が
１

億
９
千
１
百
万
余
あ
る

こ
と
が
６
月
議
会
で
同
僚
議
員

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
こ
と
は
町
民
の
納
税
意
識
の

低
さ
に
起
因
す
る
も
の
な
の
か
。

未
収
金
の
圧
縮
は
、
自
主

財
源
確
保
の
観
点
か
ら

も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
税
金

等
の
滞
納
の
要
因
の
一
つ
に
納
税

意
識
の
希
薄
さ
が
考
え
ら
れ
る
。

未
収
金
の
中
で
も
一
番

多
い
の
が
国
民
健
康
保

険
税
で
５
千
２
百
万
余
と
な
り
、

自
分
た
ち
の
健
康
さ
え
保
障
で

き
な
い
状
況
だ
が
身
近
な
問
題

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
ま
た
、
未
納
者
の
実
態
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

本
町
の
状
況
は
、
平
成

23
年
か
ら
26
年
ま
で
４

年
連
続
で
襲
来
し
た
台
風
災
害

等
に
よ
る
収
益
の
減
は
回
復
傾

向
に
あ
る
が
、
保
険
給
付
費
等

に
見
合
う
保
険
税
収
入
が
見
込

め
ず
、
依
然
と
し
て
国
保
財
政

は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

町
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
に

つ
い
て

町
議
会
議
員
選
挙
で
、

上
位
５
人
が
新
人
、
６

人
が
変
わ
る
と
い
う
結
果
だ
が
、

町
長
は
こ
の
民
意
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

今
回
の
選
挙
の
投
票
率

は
、
同
日
に
行
わ
れ
た
群

島
内
４
町
の
選
挙
の
前
回
選
挙

と
の
比
較
で
他
の
町
が
数
％
下
回

る
な
か
、
本
町
は
83
・
59
％
、
前

回
よ
り
０
・
03
％
の
低
下
に
と
ど

ま
り
、
有
権
者
の
関
心
が
高
か
っ

た
選
挙
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
33
歳
の
最
年
少
候
補
、

28
年
ぶ
り
の
公
明
党
公
認
候
補

及
び
16
年
ぶ
り
の
女
性
候
補
の

当
選
な
ど
、
有
権
者
が
皆
さ
ん

に
託
す
期
待
は
非
常
に
大
き
い

も
の
が
あ
る
。

前　利悦議員

町
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
を
受
け
て

民
意
を
ど
う
と
ら
え
る
か

を
巻
き
込
ん
だ
取
組
み
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。

点
の
観
光
か
ら
線
の
観

光
へ
、
そ
し
て
面
の
観

光
へ
と
移
行
拡
大
し
観
光
客
の

誘
致
を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。平

成
30
年
度
に
は
、「
奄

美
・
琉
球
世
界
自
然
遺

産
」の
登
録
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に「
西

郷
ど
ん
（
せ
ご
ど
ん
）
！
」
の
放

映
が
決
定
し
た
事
か
ら
国
内
外

か
ら
誘
客
を
図
る
上
で
、
大
き
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い

る
。

　

線
の
部
分
は
、
空
港
利
用
促

進
協
議
会
を
発
足
し
、
沖
縄
か

ら
の
航
空
路
線
の
新
規
開
設
に

向
け
た
取
り
組
み
の
ほ
か
、
観
光

と
福
祉
、
観
光
と
漁
業
を
連
携

し
た
体
験
事
業
の
商
品
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
面
の
部
分
で
は
、
お

き
の
え
ら
ぶ
島
観
光
協
会
が
旅

行
業
の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と

か
ら
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
と
連
携
し

た
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
や
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
ホ
テ
ル
や
民
泊
事
業
の

推
進
、
滞
在
型
観
光
体
験
メ
ニ
ュ

ー
の
開
発
な
ど
、
来
島
さ
れ
た
お

客
様
の
顧
客
満
足
度
を
高
め
る

た
め
、
受
入
態
勢
の
整
備
推
進

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。 

伊
延
港
の
待
合
所
に
ト

イ
レ
の
設
置
は
で
き
な

い
の
か
。伊

延
港
は
、
港
湾
施
設

用
地
内
に
は
水
道
管
が

引
か
れ
て
お
ら
ず
、
水
道
管
を

設
置
す
る
た
め
に
は
港
湾
施
設

内
に
埋
設
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

ま
た
、
冬
期
風
浪
や
台
風
時

に
は
、
岸
壁
に
波
が
上
が
り
、
水

没
の
状
態
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

悪
条
件
の
中
で
の
ト
イ
レ
建
設

は
非
常
に
困
難
と
考
え
て
お
り
、

既
存
の
伊
延
港
入
口
の
ト
イ
レ

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

待
機
児
童
の
現
状
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
保
育
園
の
整
備

は
今
の
ま
ま
で
十
分
対
応
可
能

な
の
か
。９

月
20
日
現
在
、
本
町

に
待
機
児
童
は
い
な
い

が
、
保
護
者
が
希
望
す
る
保
育

所
に
入
所
で
き
な
い
と
い
う
事

例
は
数
件
あ
る
。
こ
れ
は
、
保

育
士
を
増
員
す
れ
ば
解
消
で
き
、

保
育
士
の
増
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
育
所
の
入
所
児
の
推
移
を
検

証
し
、
対
応
す
る
。

　

ま
た
、
各
保
育
所
の
保
有
面

積
は
、
現
状
で
充
分
対
応
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

18
歳
選
挙
権
つ
い
て

参
議
院
選
、
町
議
選
に

お
け
る
本
町
の
20
歳
未

満
の
投
票
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

参
議
院
議
員
選
挙
に
お

け
る
20
歳
未
満
の
投
票

状
況
は
、
18
歳
有
権
者
が
54
人

で
投
票
率
が
18
・
52
％
、
19
歳

有
権
者
が
34
人
で
投
票
率
が
23
・

53
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

は
、
18
歳
有
権
者
が
28
人
で
投

票
率
が
60
・
71
％
、
19
歳
有
権

者
が
19
人
で
投
票
率
が
42
・
10

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
出
前
授

業
な
ど
の
啓
発
活
動
に
努
め
、

若
い
世
代
の
投
票
率
向
上
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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次
い
で
多
い
の
が
、
固
定

資
産
税
の
４
千
９
百
万

余
、
そ
し
て
農
地
費
分
担
金
の

２
千
９
百
万
余
、
水
道
使
用
料

２
千
万
余
と
続
い
て
お
り
、
本

町
に
は
こ
れ
ら
の
町
税
等
を
納

め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
人

達
が
い
る
と
い
う
実
態
が
垣
間

見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
で
町
民
の

安
心
・
安
全
な
町
を
ど
の
よ
う

に
確
保
し
て
い
く
の
か
。

町
税
等
の
未
収
金
の
主

な
理
由
は
、
東
日
本
大

震
災
後
の
輸
送
野
菜
、
花
き
園

芸
の
価
格
低
迷
に
加
え
、
相
次

ぐ
台
風
被
害
に
よ
る
町
内
の
経

済
状
況
の
悪
化
に
伴
う
滞
納
が

増
加
し
た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
固
定
資
産
税
は
、
所

得
に
関
係
な
く
固
有
し
て
い
る

資
産
に
課
税
さ
れ
、
固
定
資
産

税
が
高
額
で
事
業
経
営
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
事
業
者
の
滞
納

が
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

　

今
後
も
滞
納
世
帯
の
生
活
実

態
の
把
握
に
努
め
、
期
限
内
納

付
の
困
難
な
方
に
対
し
て
、
納
税

相
談
及
び
分
割
納
付
を
推
進
し
、

公
平
公
正
な
納
税
を
念
頭
に
置

き
、
滞
納
者
に
対
す
る
法
的
措

置
等
も
含
め
た
対
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

１
番
の
問
題
点
は
財
政

状
況
と
新
庁
舎
の
基
本

構
想
に
つ
い
て
広
く
町
民
に
周

知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
町
の
一
大
事
業
を
推

進
し
て
い
い
の
か
。

改
め
て
サ
ン
サ
ン
テ
レ
ビ

で
情
報
提
供
す
る
と
と

も
に
各
小
学
校
区
に
お
い
て
町

民
説
明
会
を
開
催
し
、
広
く
町

民
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

現
在
の
建
設
予
定
地
で

本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
、

ま
た
、
50
年
後
の
子
孫
に
責
任

が
持
て
る
の
か
。

地
震
や
津
波
等
、
い
つ
何

時
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
自
然
災
害
に
対
応
で
き
る

の
か
と
い
う
主
旨
か
と
思
う
が
、

平
成
26
年
３
月
に
鹿
児
島
県
が

地
震
等
災
害
被
害
予
測
調
査
被

害
シ
ナ
リ
オ
を
公
表
し
て
お
り
、

和
泊
町
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
と
奄
美
群
島
太
平
洋
沖

（
南
部
）
地
震
に
よ
る
被
害
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
津

波
が
そ
れ
ぞ
れ
最
大
４
・
04
ｍ
、

７
・
04
ｍ
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

最
大
震
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
震
度

２
、
震
度
５
強
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
然
が
相
手
で
１
０
０
％

安
心
と
は
言
え
な
い
が
、
現
庁
舎

の
海
抜
は
14
ｍ
で
問
題
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

サ
ン
サ
ン
テ
レ
ビ
は
新

庁
舎
建
設
問
題
を
多
く

の
町
民
に
知
ら
せ
よ
う
と
報
道

努
力
し
た
の
か
。

こ
の
度
の
「
新
庁
舎
建

設
に
係
る
説
明
会
」
の

放
送
は
、
関
係
課
と
協
議
を
行

い
、
事
前
に
テ
レ
ビ
を
活
用
し
て

「
町
財
政
の
状
況
と
庁
舎
建
設
に

つ
い
て
」
担
当
課
か
ら
詳
し
く
説

明
を
行
い
、
当
日
の
説
明
会
の
様

子
に
つ
い
て
は
、
放
送
番
組
の
適

正
化
の
面
か
ら
ト
ピ
ッ
ク
ス
番
組

と
し
て
放
送
し
た
。

　

有
線
テ
レ
ビ
の
放
送
に
つ
い
て

は
、
放
送
番
組
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、放
送
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

放
送
審
議
会
を
組
織
し
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
の
数
が
激

減
し
て
い
る
中
で
学
校

の
統
廃
合
と
併
せ
て
、
総
合
体

育
館
・
新
庁
舎
建
設
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
進
め
る
べ
き
で
は

な
か
っ
た
か
。

新
庁
舎
建
設
に
関
し
て
、

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想

策
定
委
員
会
の
委
員
の
方
や
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
少
数

意
見
と
し
て
、
学
校
を
統
廃
合

し
て
新
庁
舎
と
し
て
活
用
で
き

な
い
か
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た

が
、
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
の

統
廃
合
に
関
し
て
は
、
現
在
、
時

期
尚
早
で
あ
り
、
想
定
を
し
て
い

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
庁
舎
建

設
基
本
構
想
策
定
委
員
会
で
は
、

学
校
施
設
の
利
活
用
は
切
り
離

し
て
審
議
を
行
な
っ
た
。

城
ケ
丘
中
学
校
の
１
年

生
は
７
人
で
全
体
の
生

徒
数
36
人
と
な
っ
て
お
り
、
統

廃
合
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

現
在
、
城
ケ
丘
中
学
校

で
は
、
少
人
数
の
特
色

を
活
か
し
た
き
め
細
か
な
学
習

指
導
、
地
域
連
携
に
よ
る
特
色

あ
る
教
育
活
動
等
が
展
開
さ
れ
、

様
々
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
と

評
価
し
て
い
る
。
反
面
、
部
活
動

の
維
持
・
存
続
等
の
課
題
も
あ

り
、そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、

去
る
８
月
16
日
、「
城
ケ
丘
中
学

校
区
学
校
規
模
適
正
化
検
討
会
」

を
開
催
し
、
学
校
関
係
者
や
地

域
住
民
の
方
々
の
意
見
を
広
く

伺
っ
た
。

　

城
ケ
丘
中
学
校
の
学
校
規
模

の
適
正
化
は
、
和
泊
中
学
校
と

の
統
廃
合
を
か
ら
め
た
議
論
に

な
る
と
考
え
る
が
仮
に
、
城
ケ
丘

中
学
校
区
に
小
中
一
貫
校
を
作
っ

た
と
し
て
も
、
城
ケ
丘
中
学
校
の

生
徒
数
が
増
加
す
る
こ
と
に
は
つ

な
が
ら
な
い
。

新
庁
舎
建
設
は
区
長
会

を
通
じ
て
、
広
く
周
知

さ
せ
後
世
の
世
代
に
も
後
悔
し

な
い
よ
う
、
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
等
、
町
民
の
総
意

を
得
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

再
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
９
月
に
実
施
し
た
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
多
く
の
町
民
か
ら
の

回
答
や
貴
重
な
意
見
等
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
れ
も
ひ
と
つ
の

町
民
の
大
事
な
新
庁
舎
に
対
す

答

答答

答

答

答

答

問

問問

問

問問

問

庁舎建設国頭校区説明会
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し
て
、
教
育
委
員
会
は
、
情
報
の

分
野
で
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
学
校
・
家
庭
・

社
会
を
結
ぶ
教
育
振
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
設
定
し
、
人
と
人
を

つ
な
ぐ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
や
島

内
外
の
人
材
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
利
活
用
の
支
援
員
養
成
等
を

計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
文
化
の
分
野
で
、「
文

化
遺
産
保
存
・
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
設
定
し
、
世
之
主
関
連

史
跡
等
を
中
心
と
し
た
、
文
化

遺
産
の
適
切
な
保
存
及
び
観
光

資
源
と
し
て
の
情
報
発
信
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

世
之
主
関
連
事
業
は
、
没
後

６
０
０
年
記
念
事
業
等
に
向
け

て
、
着
々
と
進
行
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
団
体
等

の
交
流
や
誘
致
に
、
研
修
セ
ン
タ

ー
等
を
活
用
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
・

地
域
活
性
に
向
け
て
の
教
育
行

政
と
し
て
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ

部
分
的
で
、
そ
の
具
体
化
は
、
今

後
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

今
後
、
各
課
や
各
団
体
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
そ
の
具

体
化
策
を
模
索
し
て
い
る
。

る
思
い
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
結
果
も
反
映
し
、

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
が
策
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
再
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。

馬
鈴
薯
種
芋
の
確
保
に
つ
い

て

北
海
道
で
大
き
な
台
風

災
害
が
あ
っ
た
が
、
馬

鈴
薯
の
種
芋
は
例
年
通
り
確
保

で
き
る
の
か
。

種
芋
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
種
芋
産
地
の
努
力

の
お
か
げ
で
、
メ
ー
ク
イ
ン
、
ゴ

ー
ル
ド
、
デ
ジ
マ
は
概
ね
注
文
量

を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
昨
年
よ
り
注
文
量
の

増
え
た
ニ
シ
ユ
タ
カ
は
、
昨
年
並

み
の
数
量
は
確
保
で
き
る
見
込

み
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
分

量
は
、
今
回
の
被
害
の
影
響
も
あ

り
、
他
の
品
種
へ
の
代
替
え
に
よ

る
対
応
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
台
風
災
害
と
そ
の
後

の
降
雨
に
よ
っ
て
掘
り
取
り
作
業

が
大
幅
に
遅
れ
て
お
り
、
本
町
へ

の
到
着
が
少
な
く
と
も
２
週
間

か
ら
最
大
で
１
箇
月
程
度
遅
れ

る
見
込
み
で
あ
る
と
報
告
を
受

け
て
い
る
。

答 問

向
性
を
共
有
し
、
一
致
し
て
執
行

に
当
た
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ

と
等
の
改
革
で
あ
る
。

本
町
に
お
け
る
制
度
改

革
の
現
状
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

新
教
育
長
制
度
に
関
し

て
は
、
法
律
の
施
行
日
以

降
に
新
た
な
教
育
長
が
任
命
さ

れ
た
時
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在

は
、
従
来
の
制
度
に
よ
り
運
用
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
総
合
教
育
会
議
は
、

昨
年
度
に
設
置
さ
れ
、
教
育
振

興
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
協
議

が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活

性
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の

教
育
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

和
泊
町
は
、
奄
美
群
島

成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
中

で
、
町
の
成
長
政
策
を
反
映
さ

せ
た
将
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
策

定
し
、
各
課
連
携
し
て
年
次
的

に
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善

を
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と

教
育
行
政
に
つ
い
て

国
に
お
い
て
は
教
育
委

員
の
制
度
改
革
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
と
す

る
と
こ
ろ
は
何
か
。

国
は
、
教
育
の
政
治
的

中
立
性
、
継
続
性
、
安

定
性
を
確
保
し
つ
つ
、
地
方
教
育

行
政
に
お
け
る
責
任
の
明
確
化
、

迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
、

首
長
と
の
連
携
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
地
方
に
対
す
る
国
の
関

与
の
見
直
し
を
図
る
た
め
、
地
方

教
育
行
政
制
度
の
改
革
を
行
っ

て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
教
育
行
政
の

責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、
教

育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し

た
新
た
な
責
任
者
（
新
教
育
長
）

を
置
く
こ
と
や
、
首
長
が
総
合
教

育
会
議
を
設
置
し
て
、
教
育
委

員
会
と
協
議
・
調
整
す
る
こ
と
に

よ
り
、
両
者
が
教
育
政
策
の
方

桂　弘一議員

教
育
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

問

問問

答

答答

世
之
主
城
跡
に
つ
い
て

世
之
主
城
跡
に
つ
い
て
、

そ
の
価
値
を
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

世
之
主
の
城
跡
は
、
昭

和
42
年
４
月
10
日
に
史

跡
と
し
て
町
指
定
文
化
財
に
指

定
（
同
時
に
、
後
蘭
孫
八
の
城

跡
も
指
定
）。
世
之
主
の
城
跡
か

ら
は
、
主
に
15
世
紀
頃
の
遺
物

が
採
集
さ
れ
、
遺
跡
の
時
代
の

中
心
は
15
世
紀
頃
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
出
土
遺
物
の
様
相
は
、
沖

縄
本
島
の
同
時
期
の
城
跡
と
よ

く
似
て
い
る
。

　

ま
た
、
城
の
構
造
か
ら
は
、
南

九
州
の
中
世
山
城
と
の
類
似
点

も
指
摘
さ
れ
、こ
れ
ら
の
状
況
は
、

当
時
こ
の
城
跡
や
沖
永
良
部
島

が
置
か
れ
て
い
た
立
場
を
表
す

も
の
だ
と
推
測
さ
れ
、
島
の
歴
史

問答

世之主音楽祭



平成28年11月25日発行／第133号 和泊町議会だより ⑧

実
施
し
て
い
く
。

農
福
連
携
に
つ
い
て

障
が
い
者
の
就
労
に
つ

い
て
本
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

高
齢
化
の
進
展
や
人
口

が
減
少
す
る
中
、
障
害

者
の
就
労
・
雇
用
は
、
地
域
の
経

済
・
社
会
を
支
え
る
一
員
と
な
る

こ
と
で
、
経
済
的
自
立
と
社
会
参

加
の
促
進
及
び
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
関
係
機
関
と
の

連
携
や
事
業
者
等
の
理
解
と
協

力
も
得
な
が
ら
、
障
が
い
者
の
就

労
機
会
の
促
進
に
努
め
て
い
く
。

実
験
農
場
に
お
い
て
農

業
と
福
祉
の
連
携
は
と

れ
な
い
の
か
。

実
験
農
場
の
農
福
連
携

の
活
動
は
、
個
々
の
障
が

い
の
程
度
や
身
体
状
況
に
応
じ

た
対
応
が
難
し
く
、
福
祉
の
専

門
職
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら

困
難
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
障
害

者
就
労
支
援
施
設
「
さ
ね
ん
」

等
よ
り
依
頼
を
受
け
た
場
合
に
、

そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
よ
う
な

活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

を
紐
解
き
、
町
民
に
正
し
い
島
の

歴
史
や
文
化
を
伝
え
て
い
く
た

め
に
、
大
切
な
遺
産
だ
と
考
え

る
。

長
期
的
展
望
に
た
っ
た

取
り
組
み
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
う
が
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

世
之
主
の
城
跡
は
、
内

城
字
有
志
の
皆
さ
ん
を

中
心
に
伐
採
・
整
備
な
ど
が
行

わ
れ
、
残
存
す
る
石
積
な
ど
の

遺
構
を
目
の
当
た
り
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
平
成
25

年
度
か
ら
、
文
化
庁
国
庫
補
助

事
業
を
活
用
し
、
世
之
主
関
連

遺
産
群
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

先
行
し
て
、
県
指
定
史
跡
の
世

之
主
の
墓
等
の
古
墓
調
査
を
、
知

名
町
教
育
委
員
会
及
び
県
と
連

携
し
実
施
し
て
い
る
。

　

城
跡
は
随
時
調
査
を
実
施
し

て
い
る
が
、
現
在
は
限
ら
れ
た
調

査
で
、詳
細
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
次
年
度
以
降

も
継
続
の
予
定
で
、
城
跡
の
詳

細
は
、
今
後
の
調
査
に
期
待
す

る
。
得
ら
れ
た
成
果
を
基
に
、
今

後
の
保
存
活
用
に
努
め
る
。

問

問

答

答

土
木
行
政
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
防
災

減
災
、
環
境
保
全
の
観

点
か
ら
本
町
の
土
木
行
政
を
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

近
年
は
、
通
学
路
の
歩

道
設
置
や
集
落
間
道
路

の
改
良
整
備
に
重
点
を
置
き
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
的

に
必
要
な
箇
所
の
道
路
整
備
は

実
施
し
て
い
く
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
街
路
事

業
、
港
湾
事
業
、
下
水
道
整
備
、

更
に
は
喜
美
留
団
地
の
建
替
も

完
了
し
て
お
り
、
今
後
は
、
計

画
的
な
修
繕
が
主
と
な
る
。

　

防
災
減
災
は
、
防
災
拠
点
施

設
整
備
や
各
公
民
館
の
改
修
を

行
う
な
ど
、
避
難
場
所
の
整
備

は
完
了
し
て
お
り
、
今
後
は
避

難
路
の
整
備
や
ソ
フ
ト
対
策
が

必
要
で
あ
る
。

　

今
後
の
土
木
事
業
は
、
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
効
率
的
に
、
施

設
の
維
持
修
繕
事
業
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、

整
備
が
必
要
な
新
規
事
業
箇
所

は
検
討
し
、
地
域
の
景
観
や
環

境
に
配
慮
し
た
事
業
の
推
進
を

教
育
行
政
に
つ
い
て

幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
か

ら
中
学
校
ま
で
の
一
貫
し

た
英
語
教
育
の
導
入
は
で
き
な

い
か
。

英
語
教
育
の
早
期
導
入
、

連
続
性
の
あ
る
指
導
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
研
究
す
る
価

値
を
有
す
る
も
の
と
考
え
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
に

パ
ズ
ル
を
使
っ
た
幼
児

教
育
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

脳
科
学
に
基
づ
い
た
能

力
開
発
を
目
的
と
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
構
成
さ
れ
た

パ
ズ
ル
を
使
っ
た
幼
児
教
育
は
、

現
在
、
様
々
な
会
社
が
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
、
利
用
促
進
を
図
っ

て
お
り
、
研
究
す
る
価
値
を
有

す
る
も
の
と
考
え
、
先
行
研
究
等

を
参
考
し
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

中田　隆洋議員

幼
稚
園
、
子
ど
も
園
か
ら
中
学
校
ま
で
一
貫
し
た

英
語
教
育
を
導
入
で
き
な
い
か

問問

問

問問

答答

答

答答

花の郷から見た世之主城跡

花
の
郷
公
園
と
一
本
化
し

た
整
備
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

城
跡
の
整
備
や
関
連
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、

見
学
に
訪
れ
る
町
民
や
観
光
客

が
今
後
と
も
増
え
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
島
の
歴
史
を
学
ぶ
史

跡
や
観
光
資
源
と
し
て
も
、
今

後
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
て
い
く

も
の
と
期
待
し
て
お
り
、
遺
産
群

調
査
と
並
行
し
て
花
の
郷
公
園

周
辺
の
整
備
も
、
関
係
課
と
連

携
し
て
協
議
し
て
い
く
。
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実
施
し
て
い
く
。

農
福
連
携
に
つ
い
て

障
が
い
者
の
就
労
に
つ

い
て
本
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

高
齢
化
の
進
展
や
人
口

が
減
少
す
る
中
、
障
害

者
の
就
労
・
雇
用
は
、
地
域
の
経

済
・
社
会
を
支
え
る
一
員
と
な
る

こ
と
で
、
経
済
的
自
立
と
社
会
参

加
の
促
進
及
び
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
関
係
機
関
と
の

連
携
や
事
業
者
等
の
理
解
と
協

力
も
得
な
が
ら
、
障
が
い
者
の
就

労
機
会
の
促
進
に
努
め
て
い
く
。

実
験
農
場
に
お
い
て
農

業
と
福
祉
の
連
携
は
と

れ
な
い
の
か
。

実
験
農
場
の
農
福
連
携

の
活
動
は
、
個
々
の
障
が

い
の
程
度
や
身
体
状
況
に
応
じ

た
対
応
が
難
し
く
、
福
祉
の
専

門
職
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら

困
難
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
障
害

者
就
労
支
援
施
設
「
さ
ね
ん
」

等
よ
り
依
頼
を
受
け
た
場
合
に
、

そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
よ
う
な

活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

66億6,548万円
65億  941万円
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●一般・特別会計決算審査
　出納事務については、前期・後期の監査におい
て不備について指摘するとともに、その都度是正さ
せていることから決算では帳票等に誤りはなく、正
確に処理されていると認める。ただし、書類の整理
について、国や県に提出する補助事業についてはよ
く整理されているが、人事異動に伴って担当者が変
わる庶務については、課によって綴り方が異なるなど、
一件書類の整備について統一を図る必要がある。
　一般会計の収支については、156,065 千円の黒
字になっているが、単年度収支で見ると4,517 千円
の赤字となる。赤字幅は前年度に比べ 89.5％減少
しているものの、補助金カットや他会計への繰出し
が見込みより減少したことを考慮すると、歳入構造
に変化はなく財政力指数も 0.17のままで厳しい運
営であったことが認められる。実質収支比率は平成
24 年度の 4.6 から今年度の 3.2 へと毎年低下して
きており、自由に使える財源が減少していることから、
ますます事業の取捨選択が重要になっている。
　前年度公表された市町村の財政状況指数で県
内ワースト１位であった経常収支比率は、97.0 から
93.4 に、将来負担比率も141.7 から120.6 に低下し
ており、県内順位は公表されていないものの努力し
ているものと認められる。
　ただし、公債費比率をみるとわずかではあるが悪
化しており、このことによりすぐに財政が破たんする
ことはないにしても、今まで監査・審査後の講評時
に指摘していたとおり、財政の悪化が続いているの
で「財政非常事態宣言」するなど、執行部と町民が

決 算 審 査 意 見 書 要 約　（和泊町代表監査委員　菅村　寛仁）

●経営健全化審査
　提出された書類に不備はなく、現在のところ資金
不足が生じておらず適正に運営がなされているもの
と認められる。
　今後とも起債償還等を見据えた計画的運営に取
り組む必要がある。

●財政健全化審査
　提出された算定書類は適正に作成されているもの
と認められる。実質公債費比率※１は16.6 から16.7
と0.1％増となっており、今後十分留意した事業展開
が必要である。　
　将来負担比率※２は141.7から120.6と21.1％減少
し、改善されている。
　まだ健全化基準の範囲内ではあるが、今後の起
債状況を考慮すると比率の増加も予想されるので、
新規事業の実施については、厳しく取捨選択すると
ともに、受益者負担の見直しや各種町債権の徴収
率向上など、自主財源の確保を図り、町政発展のた
め積極的運営に努めていただきたい。　　

●水道会計決算審査
　収益力については、有収配水量そのものが減少
傾向にあることから、厳しくなっている。平成 27 年
度に起債償還がピークとなり、料金の改定を行った
が今後も償還財源の確保に十分留意した経営が求
められる。

共通認識をもって町全体で財政改善に取り組んでい
ただきたい。
本町は、今まで他の町にはない、多くの先進的事業
に取り組んできており、町民生活の向上につながっ
てきたと認めるが、今後の人口減少を考えると、既
存施設の維持管理が可能なのか、新規事業の採択
については、財政に悪影響を及ぼさない範囲なのか、
併せて費用対効果を期待できるのか十分に考慮し
て事業に取り組んでいただきたい。
　また、その際には少ない財源で事業を実施する
のであるから、事業が町の経済循環の向上に寄与
するよう考慮するとともに、毎年度安定した事業の
発注ができるよう予算配分にも留意していただきた
い。
　また、各種補助金について予算編成時に一律カッ
トされたと聞き及んだが、報酬・賃金の一部カット
や物件費を抑制した上であれば、町民の理解もえや
すい。補助金が一律カットされることにより、補助目
的が達成されなければ補助の意味がなくなるので、
その意義や目的・交付額などを含めて検討すべきと
思料する。
　以上、監査委員の任期最終年度にあたり、希望
を含めた意見を述べたが、平成 27 年度各会計の
決算は調書などに誤りはなく、正確に処理されてい
るものと認める。
　今後予想される資金需要に対応可能な長期的・
計画的な財政運営に努力され、長期的見通しに立っ
た行財政運営に期待することとして監査委員の総括
意見とする。

※１実質公債費率とは…
自治体の収入に対する負債返済の割合を示し、通常
３年間の平均値を使用。18% 以上だと、新たな借金
をするために国や都道府県の許可が必要。25% 以上
だと借金を制限される。和泊町は16.7％

※２将来負担比率とは…
公社や出資法人も含め、自治体が将来支払う可能性
がある負債の一般会計に対する比率。350% 以上で
早期健全化団体となり、財政健全化計画の策定が
義務づけられ、取り組みが不十分であれば国・県か
ら勧告を受けて財政運営に関与される。和泊町は
120.6％。
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学校の暑さ対策について
鹿児島市では全ての中学

校の教室にクーラーが設置され
ているが本町でも各教室にクー
ラーの設置ができないか。

鹿児島市においては桜島の
降灰により教室の窓を開け

ることができないという、特殊事
情があるために設置されている。
本町では四季のなかで、それぞれ
の気候に対応する工夫と強い意志
を培っていただきたい。

空き家対策　島外の学生
やアーティストを招き、空

き家を活用して製作したものを展
示できないか。

「やねだん」等の先進地で
は空き家の活用により地元

の良さについての PRができ、交
流などの新しいつながりが生ま
れ、良い方向へと成長することに
繋がる活動へと進んでいる。今後、
空き家対策に限らず、学生やアー
ティスト等を活用した地域活性化
対策については、前向きに取り組
んで行きたいと考えている。

沖永良部の活性化につい
て　島内サイクリングイベ

ントや星の観察会が開催できな
いか。

現在、国内では自転車を活
用したイベントは数多く開

催され、特徴的なのが、地域の
伝統や文化、食を織り交ぜなが
ら、イベントを企画している。ま
た、星の観測会は、沖永良部島は、
満天の星空の他、和泊小学校の
天体望遠鏡も自転車と組み合わ
せることで新たな商品になると考
える。

街灯設置について　現在
の街路灯の設置状況は。
防犯灯は、約700 基設置
されており、本年度も４基

の新規申請がありました。また、
通学路灯については、約100メー
トルから150メートルに１基設置
されており、町内に約130基設置
されている。

商店街の活性化について　空き店舗を活用して子どもたちの手で商店街を元気
にしたいが。
空き店舗を活用して、子どもたちが学校で作った黒砂糖や塩、米を販売・展示し、
運営して行くことは、学校行事への意識の高揚や空き店舗の減少にも繋がる案

であると考える。
　また、デメリットは役割分担や労働力、経費や保健所の許可等、様々な問題が生じ
ることが予想される。

商店街の活性化について　ジョギング大会時の多くの来島者に対して空き家を
活用したイベントの実施ができないか。
昨年度から商工会の会員の方々で、ワークショップを行い、商店街の活性化の
話合いが行われている。ジョギング大会時のみならず、定期的なイベントの実施

が商店街の活性化に繋がることから、空き店舗や空き地を活用したイベントの実施へ向
け取り組んでいる。

「島全体を結婚式場に」プロジェクトについて　沖永良部島で結婚式を挙げる
人を増やすため、島全体を結婚式場にすることができないか。
島の観光地や自然を活かした撮影や島の花を使ったブーケなど大変素晴らしい
アイデアだと思います。今後は、町が管理する公園施設の利用推進、沖永良部

島の花や自然を、おきのえらぶ島観光協会や関係機関と連携し、島外の方へのPRを
拡大していきたい。

大規模公設卸市場について　卸売市場の建設によって和泊町の基幹産業であ
る農業の活性化が図れないか。
離島の沖永良部島には立地条件として合わないので建設はできない。生産地
である本町は、今後も暖かな亜熱帯の気候を活かして、冬場の野菜や花を大消

費地の市場に出荷する生産地域として取り組んでいく。

方言や伝統料理を未来に残す方策について　方言や伝統料理を伝承していく
方策として、空き家を活用し、おじいちゃん・おばあちゃんが経営する郷土料

理店が出店できないか。
祖父母にお願いをし、育成会に呼びかけ、食生活改善推進員指導のもと、定
期的に各字公民館を活用した、方言や伝統料理を教わるふれあい活動を実施

する方が、経費も少なく、直ぐにできると思いますので、字区長さんや育成会に相談
されてはどうか。

第
20
回
子
ど
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議
会

8
月
2
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）
に
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催
さ
れ
、
9
名
の
議
員

が
登
壇
し
、
一
般
質
問
が
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わ
れ
、
傍
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約

30
人
の
中
学
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。
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中
学
校
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年

長
野　
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議
員

和泊中学校３年
榮　隆之介 議員

城ヶ丘中学校３年
和田 なおみ 議員

和泊中学校３年
川村　友貴 議員 城ヶ丘中学校３年

山田 穂乃花 議員
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編
集
後
記

成
28
年
度
は
和
泊
町
議

会
議
員
改
選
の
年
に
あ

た
り
、
私
も
含
め
、
新
た
に
6

人
の
新
人
議
員
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

新
た
な
議
員
構
成
で
、
初
議

会
と
呼
ば
れ
る
第
2
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
議
長
・
副
議
長
を

は
じ
め
、
委
員
会
構
成
等
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
3
回
定
例
会
で

は
、
議
員
の
報
酬
10
％
カ
ッ
ト

の
条
例
、
さ
ら
に
本
町
に
合
っ

た
議
員
定
数
の
調
査
を
行
う
た

め
の
特
別
委
員
会
の
設
置
等
を

提
案
、
議
決
し
、
我
々
議
会
議

員
も
改
め
て
、
議
会
活
動
を
見

つ
め
直
し
、
住
み
よ
い
町
「
わ

ど
ま
り
」
の
構
築
に
よ
り
一
層
、

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
文
責　

東　

弘
明
）

平議
　
　
長	

永
野
　
利
則

議
会
報
編
集
委
員

委	

員	

長	

東
　
　
弘
明

副
委
員
長	

池
田
　
正
一

委
　
　
員	

松
村
　
絹
江

同		

川
畑
　
宏
一

　

今
回
、
子
ど
も
議
会
の
議
長

と
い
う
大
役
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
私
に
と
っ
て
大
変
貴

重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
長
と
言
う
こ
と
で
、
不
安

を
抱
き
な
が
ら
の
議
会
で
し
た

が
、
真
剣
に
質
問
を
さ
れ
た

議
員
の
皆
さ
ん
や
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
議
会
を
進
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

和
泊
町
を

良
く
し
た
い
と

い
う
熱
意
が

ど
の
議
員
さ
ん

か
ら
も
伝
わ

っ
て
き
て
、
ま

た
、
役
場
職
員

の
方
々
に
は
私

た
ち
の
質
問
に

対
し
、
わ
か
り

や
す
く
、
丁
寧

に
お
応
え
い
た

だ
き
、
と
て
も

す
ば
ら
し
い
子

ど
も
議
会
に
な

っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、

私
た
ち
中
学
生
も
自
分
の
住
む

和
泊
町
を
様
々
な
視
点
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
和
泊
町
の
行
政
に
つ
い

て
、
た
く
さ
ん
の
発
見
が
あ
り
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
、
私
た
ち
が
提
案
し
た
こ
と
が

１
つ
で
も
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
に

繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

和
泊
町
を
住
み
よ
い
町
に
し

て
い
け
る
の
は
、
こ
こ
に
住
む
私

子
ど
も
議
会
を
通
し
て

和泊中学校３年　徳田　朱音 議長

た
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
暮
ら
し
の
中
で
様
々
な
こ
と
に

関
心
を
も
ち
、
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
て
、
和
泊
町
の
発
展
、

そ
し
て
活
性
化
に
少
し
で
も
役

立
つ
よ
う
に
、
私
た
ち
、
中
学
生

も
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
考
え
、

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
議
会
と
い

う
素
晴
ら
し
い
機
会
を
設
け
て

く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。


